
令和4年10月28日

旅行会社 各位

見 積 依 頼 書

新潟市立高志中等教育学校

校 長 灰 野 仁

（公印略）

令和5年度5学年フィールドワーク（修学旅行）取扱業者選定について

1 修学旅行の概略

＜期日・訪問先・交通手段＞

期 日 令和5年11月6日(月)～10日(金) 4泊5日 (予定)

訪問先 京都・大阪、島根県隠岐の島

経 路 新潟～大阪～島根県隠岐の島～大阪～新潟

2 人数

生徒 106名（5年生・3学級） 引率職員 5名 計111名

3 ねらい・テーマ

※別紙提案書作成要項に記載の通り

4 提出内容・条件等

※別紙提案書作成要項に記載の通り

5 選定の方法

⑴ 当校内に選定委員会を組織し、希望各社からの資料の提出、プレゼンテーションを受け、

提案の内容・価格等から総合的に検討して、最も適切と判断される旅行取扱業者に決定す

る。

⑵ プレゼンテーションの時間は各社15分以内とする。

⑶ 旅行取扱を希望する業者は、募集締切までに参加申込を新潟市立高志中等教育学校長宛

に提出し、資料提出締切までに資料を16部提出すること。

6 選定までの日程

10月28日(金) 旅行取扱業者募集開始

10月28日(金)～11月2日(水) 旅行取扱業者からの問い合わせ受付期間

11月 2日(水) 旅行取扱業者募集締切（16:00）

11月11日(金) 資料提出締切

11月16日(水) 取扱希望業者プレゼンテーション

11月21日(月) 選定結果通知

11月22日(火) 以降 決定業者担当者と当校修学旅行担当者との打ち合わせ

問合せ先

新潟市立高志中等教育学校

教諭 伏見 史朗（4学年主任）

TEL 025-286-7019（4 年部ダイヤルイン）

FAX 025-286-9812

E-mail gogofushimi@gmail.com



修学旅行取扱業者選定 参加申込書

（業務名）

「新潟市立高志中等教育学校 令和5年度5学年修学旅行の取扱、企画の提案」

標記業務の提案書に基づく業者選定に応募します。

令和4年 月 日

新潟市立高志中等教育学校長 様

提案者(企業名)

代 表 者 印

郵便番号

所 在 地

電話番号

fax 番号

担当者名

（注）申込書の提出は令和4年10月28日(金)～11月2日(水) 9:00～16:00です。

提出先は高志中等教育学校職員室（教頭）です。



令和5年度 高志中等教育学校

5学年フィールドワーク（修学旅行）提案書作成要項

令和4年10月28日

新潟市立高志中等教育学校

1 ねらい

⑴ 過疎地が抱えている社会問題を知り，その問題を解決するための取組を知ることで，新潟市や日

本の社会問題について考える力を身に付ける。(主に海士町)

⑵ 総合・探究で自分の追究している「テーマ」と関わる分野を研究している大学や企業を訪問し，

自分の追究の意義・価値を知ることで，より意欲的に追究しようとする。(主に関西地区)

⑶ 問題の解決や研究に意欲的に取り組んでいる人に触れる。(海士町・関西地区)

2 フィールドワークで考えられる活動

⑴ 海士町町民とのかかわり(例)

◍ 役場の職員 ◍ 食肉や海産物のブランド化にかかわった人たち

◍ 町外からの移住者 ◍ 町で起業した人たち ◍ 島留学の高校生

⑵ 大学や企業等の研究者や職人とのかかわり(例)

◍ 総合・探究のテーマとかかわる大学や企業等の研究者(学生含む)

◍ 様々な社会課題の解決に向けて取り組んでいる行政の人たち

◍ 自分の進路とかかわる学科や学部の教員や学生

3 提案書の作成

⑴ 様式

① A4版 横 16部提出

② 宿泊先・見学先（候補地・施設）のパンフレット等を16部提出

⑵ 内容

① 旅行の行程表（時刻・宿泊先・活動を明記する）

② 旅行代金内訳書

(交通費・宿泊費・食費・入場料等・諸経費・その他の添乗料保険料等を明記する）

③ 活動(研修)のプラン・モデルコース（施設、企業、大学訪問など）

④ 事故防止・安全対策・保険

⑶ 条件

◍ 現地までの移動手段，現地での交通手段・宿泊施設が確実に確保されていること。

◍ ねらいに基づいた追究型の学習プランが含まれていること。

◍ 事前学習の段階から事後学習まで，当校と協力して準備にあたれること。

◍ 出発地から複数の添乗員が同行可能であること。

◍ 保険に加入すること。

◍ 事前訪問予定地の施設・機関へのオンラインやメール等を活用した調査活動に協力し

ていただけること。



⑷ 留意点

◍ フィールドワークのねらい・テーマに基づいた追究活動が可能となるような活動を提

案すること。(どこで，どのような活動ができるかを具体的に明記すること)

◍ 交通機関は安全面・衛生面・生徒管理の面で安心して利用できるとともに，効率よく

移動できるものであること。

◍ ホテルは安全面・衛生面・生徒管理の面で安心して利用できる施設であること。

◍ 新型コロナウイルス感染拡大等の事情により当日の実施が困難な場合の対応を記載す

ること。(催行可否の判断時期と基準，およびそれに関わるキャンセル料等の明確な指標、

学校での代替活動に関する案など）

◍ 添乗員は経験が豊富であり，現地の情報に精通していること。

⑸ その他

◍ 費用については，16万円～18万円で計画すること。

◍ 現地で帯同できる看護師を確保し、その費用も見込んだ見積もりとすること。

◍ 生徒，職員の荷物は別輸送とし，その費用も見込んだ見積もりとすること。

4 提案書の取扱い

⑴ 提案書提出後の記載内容の追加及び変更は認めない。ただし，選定作業に必要なものを選

定委員会が追加提出を求めることがある。

⑵ 提案書は返却しない。

⑶ 提案書は複製する場合がある。

⑷ 提案書は取扱旅行社の選定以外には使用しない。

⑸ 提案書は新潟市情報公開条例に基づき，公表する場合がある。



令和4年10月28日

旅行者 各位

新潟市立高志中等教育学校

校 長 灰野 仁

4学年主任 伏見 史朗

令和5年度 5年学年フィールドワークについて(趣旨説明補足資料)

京都・大阪、島根県隠岐の島4泊5日の行程について

⑴ 宿泊について

① 2泊は隠岐の島、2泊は京都・大阪

② 隠岐の島では1泊は民泊も想定して提案を希望

⑵ 研修地交代制

隠岐の島への航空便搭乗人数の関係で，生徒全員での行動・活動が不可能な場合が考えられる。

そこで，次の観点で行動・活動を検討してください。

⑴ 1日は隠岐の島で生徒全員が合流して研修できるプランが可能であれば示してください。

⑵ 上記が不可能な場合は，完全2交代の研修プランを示してください。

［例］

プラン案Ａ 隠岐の島で全体合流有り
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM

新潟発 隠岐 隠岐 隠岐 移動大阪 京都 大阪 移動

泊京都 泊京都

京都 大阪 隠岐 隠岐 隠岐 京都 大阪

泊京都 京都泊

プラン案Ｂ 隠岐の島で交代

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

AM PM AM PM AM PM

新潟発 隠岐 隠岐 隠岐 移動大阪 京都 大阪 移動

泊京都 泊京都

大阪 京都 大阪 移動 隠岐 隠岐

(泊京都) (泊京都) 隠岐



令和4年度5学年フィールドワーク

取扱業者選定プレゼンテーション

1 日時 令和4年11月16日(水) 16:30～

2 会場 ①実施会場 視聴覚室(3階)

②業者待機場所 集会室(3階)

3 日程

⑴ 概要説明（参入業者，資料，評価 他）16:30～16:40

⑵ プレゼンテーション 各社持ち時間15分（質疑込み）

① 16:45～17:00

② 17:10～17:25

③ 17:35～17:50

④ 17:50～15:05

⑤



研修旅行取扱業者選定評価シート

業者名

評価者

※ 評価欄のＡＢＣＤに○をつけ，考察(メリット・デメリットなどお気づきの点)を記入

して下さい

評価項目 評価 考 察

①交通手段が，日程や活動内容に沿っ Ａ

適切に確保されている。 Ｂ

Ｃ

②航空機の欠航など，想定外の出来事 Ｄ

の対応は適切である。

③ねらいに基づいて魅力ある追究型の

学習プランが組まれている。 Ａ

Ｂ

④日程に無理がなく，安全面での配慮 Ｃ

がなされている。 Ｄ

※

⑤現地の方とかかわる場や交流時間が

確保されている。

⑥ねらいや当日の活動に沿った事前事 Ａ

後学習の提案がある。 Ｂ

Ｃ

⑦事前・事後学習を適切に行う体制が Ｄ

できている。 ※

⑧日程や活動に沿った宿泊施設が確保 Ａ

されている。 Ｂ

Ｃ

⑨宿泊施設は研修旅行に適している。 Ｄ

⑩出発地から複数の添乗員が同行する。 Ａ

Ｂ

Ｃ

⑫加入予定の保険は，保障・費用のバ Ｄ

ランスがとれている。

⑬研修旅行の費用は適切である。 Ａ

Ｂ

Ｃ

⑭現地同行看護師の費用は適切である。 Ｄ

合計（Ａ4点 Ｂ3点 Ｃ2点 Ｄ1点）

※については得点を2倍する。
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 学年だより 2022年（令和4年）10月20日11期生だより【じゅういっきせいだより】

発行　新潟市立高志中等教育学校4年生
〒950-0926　新潟市中央区高志1丁目15－1
TEL 025-286-7018　FAX 025-286-9812
HP  http://www.kohshichuto.city-niigata.ed.jp/

来年度に実施するフィールドワークの概要決まる
対象地は「海士町（隠岐諸島）」「大阪・京都など（関西地区）」
2023年11月に実施　　4泊5日（隠岐諸島2泊・関西地区2泊）

大阪・京都では何をする

　高志中等教育学校のフィールドワークは，コロナ禍前は対象地をシンガポールとして実施していましたが，コロナ禍になってからは国内で実施しています。最近では，訪
日外国人旅行者に対する入国制限が撤廃されるなど，「With コロナ」の考え方が浸透してきています。そこで，当校でも専門家の意見を聞きながら，海外での実施をぎりぎ
りまで検討してきました。しかし，中学生や高校生の海外への修学旅行については，現地で発症したときの対応などの準備が不十分であるとのことから，対象地を海外にす
ることは時期尚早との判断に至りました。
　その後，国内の対象地を校内で検討し，学年PTA役員会でのヒアリングを経て，対象地を「隠岐諸島」「関西地区」に決定しました。「隠岐諸島」「関西地区」は，今年の
5年生のフィールドワークの対象地です。今年の 5年生の活動の成果を生かすことができます。

　海士町（あまちょう）は，日本海に浮かぶ隠岐諸島の島前にあり，
中ノ島を主島とする 1島 1町の自治体です。
　面積は 33.5km²，人口は 2,353 人です。ちなみに，新潟市東区の
面積は 38.6km²，人口は 131,943 人です。佐渡島の面積 855 km²
の 20 分の 1にも満たない小さな島です。
　歴史的には遠流の島で，流された著名人には，後鳥羽天皇と後
醍醐天皇がいます。また，ユネスコ世界ジオパークに認定され，
地球科学的にも価値ある地域です。

「海士町」ってどこにある 「海士町」はどんなところ，そしてどんな学びが
　海士町は，過疎の町です。働き口の減少，耕作放棄地の増大，
住宅の老朽化，空き家の増加，さらに，商店やスーパーの閉鎖，
公共交通の利便性の低下，医療体制の維持困難など，過疎地域の
社会課題がほとんど当てはまる町です。これらのワードは，１年
生の時に学んだ新潟市の課題と重なります。そして，東京研修で
学んだように，東京，日本の課題でもあります。
　海士町はこれらの課題に町を挙げて取り組み，成果を上げてい
ます。下のグラフは，海士町の人口と財政の推移を表したものです。

　海士町は，財政破綻寸前の町でしたが，2004年に町民が立ち上
がります。海産物や和牛のブランド化に成功し，財政は上向き始
めました。しかし，人口減少には歯止めがかかりません。いくら
財政が回復しても，人がいなくなっては町が滅びてしまいます。
島に高校がありますが，当時は定員割れによる廃校の危機に瀕し
ていました。そこで海士町が打った次の手は･･･。
　2012年から人口が回復しているのはこの取組の成果です。

　さて，海士町がここまでくるのには，町民の理解と協力，実行
が不可欠です。町民たちは，成果が一時的なものであってはなら
ないと，公民館に集まり，「ずっと住み続けたい町」を求めて
SDGs の視点から検討を重ねたのだそうです。
　このように，海士町には，様々な社会課題解決のヒントがあり
ます。そして何よりも解決に向けて取り組んでいる「熱い思いを
もった人」がいます。みなさんには，海士町の人と社会課題解決
について，熱く議論をしてきてほしいと思います。

　大学訪問・企業訪問を行います。自分の進路と関わる学部，大
学を訪問し，大学の先生や学生に大学での学びを聞いたり，体験
したりして，進路選択に役立てることができます。また，総合・
探究で追究している内容について最先端の研究に触れたり，自分
の追究を発表して，内容や方法についてアドバイスをもらったり
することで，その後の追究に生かすことができます。
　関西は，産学官連携による研究が盛んで，新しい技術や製品が
いくつも誕生しており研究施設も豊富です。これらの施設を訪問
することもできます。

私たちが行うのはフィールドワーク
　来年度に実施するフィールドワークは，私たちのこれまでの学
びの一環であり追究活動です。単に個人の知見を広めたり，仲間
と仲良く活動することを目的とした「修学旅行」とは一線を画し
ています。そのために，この学校行事を私たちは「フィールドワー
ク」と呼んでいます。日々の学びを大切にすることでフィールド
ワークが充実します。


